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 ビジネスモデルという言葉は、人口に膾炙されているが、一方ビジネスアーキテクチャと

いう用語は余り使われていない。国際標準としては、ビジネスモデルについては ISO20022 

Business Model(2018)が、ビジネスアーキテクチャについては ISO/IEC/IEEE 4201:2011-

Architecture Description(2011)がある。しかし、ビジネスモデルとビジネスアーキテクチ

ャとの関連については明らかでない。 

一方、我が国では、「ビジネスアーキテクチャ」（藤本隆宏他(2001)1）が発刊されている。

その中で、「構成要素間の相互依存関係のパターンによって表せられるシステムの性質をア

ーキテクチャ」といい、次の図 1を示している。 

図 1 ビジネスアーキクチャの視点 

そして、第 3部製品開発のアーキテクチャで、ソフトウェアの開発技法と構造、携帯電話

端末開発アプローチ、工作機メーカーの製品開発の 3 つの章を設け、第 4 部アーキテクチ

ャと組織で、アーキテクチャ的特性と取引方式の選択、自動車部品、カーオーディオ事業の

4つの章を設けている。 

さらに、第 5部アーキクチャのダイナミクスで、製品アーキテクチャのダイナミック・シ
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フト－バーチャル組織の落とし穴、企業間取引におけるプロセスのアーキテクチャ－その

変遷の 2つの章を設けている。そして、最後の第 14章では、伝票の電子化を超えて、取引

プロセスアーキテクチャ、企業間取引の情報化、標準インターフェースの性質が変わると

き：TCP/IPと XMLの 4つの節を設けているのは、当時としては卓見と言えよう。 

ただし、これらの記述をみると、ビジネスアーキテクチャが製品アーキテクチャに偏って

いるばかりでなく、ビジネスモデルとの位置づけが逆転しているように思われる。また、「ビ

ジネスアーキテクチャ」と「ビジネスの構造」をあたかも別物のように図示しているのは腑

に落ちないところである。 

 一方、化学工学やプロセス工学では、たとえそれが「学術」の世界であれ、「エンジニア

リング（工術）」の世界であれ、モデルという言葉は、たとえば「数式モデル」というよう

に使われるが、アーキテクチャという言葉は余り使われていないように思う。 

  上述の ISO/IEC/IEEE42010(2011)によると、モデルと言う言葉は二つの意向で使用され

るという。第一に、普通の言葉の意味で使われている。第二に、アーキテクチャモデルとい

う言葉で具体的に表現された構成の要部分を定義する限定的な意味で使用されるという。 

 そもそも、アーキテクチャという言葉は、従来建築の世界で使われており、経営ビジネス

の世界でも同一の意味で使われている（長谷川啓之(1997)2）。ただし、IT用語辞典 e-Words

によると、「ITの分野では、コンピュータやソフトウェア、システム、あるいはそれらの構

成要素などにおける、基本設計や共通仕様、設計思想などを指すことが多い。個別の具体的

な製品などの仕様や実装などではなく、抽象的、基本的な構造や設計、動作原理、実現方式

などを表すことが多い。また、製品シリーズなどに共通する仕様や設計のことや、特定の技

術や構成要素に関する共通化・規格化された仕様などのことをアーキテクチャということ

もある。 

さらに、マイクロプロセッサ（CPU/MPU）の分野では、プロセッサに指示を与えるため

の命令の体系を定義した「命令セットアーキテクチャ」（ISA：Instruction Set Architecture）

と、プロセッサ内部をどのような構造や構成にするかを表した「マイクロアーキテクチャ」

（Microarchitecture）の二つのアーキテクチャが定義される。」という。 

ここで、まず、一般的な生産企業参照モデルを図 2 (ISO(1990)3)に、ついでこの図の「製造

現場」に対応する「製造実行システム」を図 3 (Purdue Enterprise Reference Architecture 

(PERA)4(IEC62264-1=ISA-95)5)に示す。さらに、ビジネスデザインシステムを図 4（アシ

ストソリューション(2003)6、筆者(2013)7）に示す。 

 この「生産企業参照モデル」には、いわゆる「情報システム」の記載がないが、1990 年

に制定発布されたのであれば当然と言えよう。そして、例えそうであっても、今でも通用す

るものと言えよう。 

一方、「ビジネスデザインシステム」は、アシストソリューション（(2003)、前出）の「ビ

ジネスデザインの概要」の図に手を加えたもの（筆者(2013)、前出）で、業務部門、設備部

門、IT部門を網羅して、それぞれの革新または更新を同時に検討するとしている。  

http://e-words.jp/w/%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%AD%E8%A8%88.html
http://e-words.jp/w/%E5%91%BD%E4%BB%A4%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88.html
http://e-words.jp/w/%E5%91%BD%E4%BB%A4%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88.html
http://e-words.jp/w/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%82%AD%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%A3.html
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図 2生産企業参照モデル 

    図 3 製造実行システム         図 4ビジネスデザインシステム 

これは、システムデザインという以上、当たり前のことであるが、一時期、情報化に当た

って、業務部門の革新を取り上げず、情報システム投資だけを取りあげてその効果を評価し

ようとしていたことがあった。しかも、生産企業であっても設備抜きでである。 

IT システムは、あくまでも生産企業システムの 1 つのサブシステムである。そうである

限り、たとえ、その評価が財務的あるいは経済的であっても、あるいはそうであるが故に、

これら 3 つのサブシステムを含むビジネスアーキテクチャとして評価されるべきなのであ

る。言い換えれば、システムズエンジニアリングでいう、「サブシステムの評価はシステム

に埋め込んで(imbedding)で評価すべきなのである。 

 しかし、この ITシステムの評価は Brynjolffson & Hitt (2003)8らが、成長会計の枠組み
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で、コブ＝ダグラス型生産関数を適用して、情報投資の有効性を実証するまで、待たなけれ

ばなかった。ただし、個々の企業についての分析ではなかったが。 

 なお、何れにしても、IT システムすなわち情報システムをビジネスモデルから構築する

に当たっては、システムデザインに先立ってビジネスアーキテクチャが設計されなければ

ならないものと考えている（筆者(2007)9, (2009)10）。 
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